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３
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら

　

３
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
1616
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1414
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件

　

内
容
は
、
村
長
提
出
案
件
2727
件
（
条
例
制
定
３
件
、
条
例
改
正
６
件
、
補
正
予
算
５
件
、
令
和

件
（
条
例
制
定
３
件
、
条
例
改
正
６
件
、
補
正
予
算
５
件
、
令
和

８
年
度
一
般
会
計
等
当
初
予
算
８
件
、
人
事
案
件
４
件
、
村
道
路
線
廃
止
１
件
）
お
よ
び
議
員
発

８
年
度
一
般
会
計
等
当
初
予
算
８
件
、
人
事
案
件
４
件
、
村
道
路
線
廃
止
１
件
）
お
よ
び
議
員
発

議
６
件
、
合
わ
せ
て

議
６
件
、
合
わ
せ
て
3333
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な

お
、
請
願
は
２
件
、
陳
情
は
３
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は

お
、
請
願
は
２
件
、
陳
情
は
３
件
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
は
1111
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
会
開
催

　

３
月
２
日
に
押
山
義
則
議
員
が
議
員
辞
職
願
を
提
出
し
、

同
日
付
け
で
副
議
長
が
許
可
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
初
日
の
３
月
３
日
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

舘
下
憲
一
議
員
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
広
く
聴
く
た
め
に

　
３
月
16
日
に
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
を
廃
止
し
、
議
会
広
報

広
聴
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
議
長
を
除
く
全
議
員
が
広
報

班
ま
た
は
広
聴
班
に
所
属
し
て
活
動
し
ま
す
。

委
員
長　

武
田　

悦
子　
　

副
委
員
長　

渡
邊　

初
治

議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員　

舘
下　

憲
一　

 

斎
藤　

信
一

総
務
文
教
常
任
委
員
会
副
委
員
長　
　

菅
原　

貴
子

　

３
月
３
日
に
大
玉
村
議
会
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

と
と
も
に
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

村
は
、（
仮
称
）
大
玉
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
化
や
（
仮
称
）
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
さ
に
今
変
わ
る
時
で
す
。
議
会
も
機
を

逸
す
る
こ
と
な
く
、
議
会
の
使
命
で
あ
る
議
事
機
関
の
役
割
を
果
た

し
、
村
執
行
機
関
と
両
輪
で
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
大
玉
村
議
会
は
、「
見
え
る
議
会
」
や
「
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
や
若
者
を
は
じ
め
村
民
参
加
を
促
進
す
る
議
会
」
を
目
指

し
、
広
聴
機
能
の
強
化
や
災
害
時
の
議
会
機
能
の
維
持
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。「
議
会
が
変
わ
っ
た
な
」
と
の
声
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

議
長
　
舘
下 

憲
一

三瓶賢一　渡邉啓子　武田悦子　佐原佐百合（班長）

渡邊初治　松本昇　本多保夫　菅原貴子　須藤軍蔵　斎藤信一（班長）

広報班広報班

広聴班広聴班
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議案番号 議　　　　　案　　　　　名 結　　果
議案第３号 おおたまみらい人材定着奨学金基金条例の制定について 原案可決

議案第４号 大玉村手話言語条例の制定について 原案可決

議案第５号 大玉村工場等立地促進条例の制定について 原案可決

議案第６号 大玉村行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第７号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第８号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第９号 大玉村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第10号 大玉村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第11号 令和７年度大玉村一般会計補正予算について 原案可決

議案第12号 令和７年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第13号 令和７年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 原案可決

議案第14号 令和７年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第15号 令和７年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第16号 令和８年度大玉村一般会計予算について 原案可決

議案第17号 令和８年度大玉村国民健康保険特別会計予算について 原案可決

議案第18号 令和８年度大玉村玉井財産区特別会計予算について 原案可決

議案第19号 令和８年度大玉村土地取得特別会計予算について 原案可決

議案第20号 令和８年度大玉村介護保険特別会計予算について 原案可決

議案第21号 令和８年度大玉村後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

議案第22号 令和８年度大玉村水道事業会計予算について 原案可決

議案第23号 令和８年度大玉村農業集落排水事業会計予算について 原案可決

議案第24号 村道路線の廃止について 原案可決

議案第25号 副村長の選任について 同　　意

議案第26号 区長等の委嘱について 同　　意

議案第27号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意

議案第28号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第29号 区長代理の委嘱について 同　　意

議員発議第１号 大玉村議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決

議員発議第２号 議会広報編集特別委員会廃止に関する決議について 原案可決

議員発議第３号 議会広報広聴特別委員会設置に関する決議について 原案可決

議員発議第４号 最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小企業・小規模事業者支援の拡充を求める意見書について 原案可決

議員発議第５号 院所・事業所の継続とケア労働者が働き続けられる環境整備のため、診療報酬・介護報酬など公定価格の引き上げを求める意見書について 原案可決

議員発議第６号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書について 原案可決

３月定例会　議決結果
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夢を育てる 教育・子育て

自然を生かした 快適な暮らし

総合型地域スポーツクラブ　120万円　　ふくしま駅伝　150万円　　放課後子ども教室に要する経費　233万円

学校給食費補助金　6,500万円
幼稚園弁当給食業務委託　998万円

住宅取得支援事業補助金　1,460万円　地域整備に要する経費　439万円
スマート IC等の整備に要する経費　5,252万円　道路等維持補修工事費　8,000万円

議会が注目する　令和８年度事業

再生可能エネルギー利用促進事業　360万円

美しい環境の保全美しい環境の保全

こども家庭センター（母子保健）に要する経費　1,984万円
（仮称）子育て支援センターに要する経費　1億1,600万円

子ども・子育て支援子ども・子育て支援

地域ぐるみの学び・スポーツの村づくり地域ぐるみの学び・スポーツの村づくり

公共交通運行に要する経費　2,357万円

交通基盤の確保交通基盤の確保

学校 ICTタブレット端末購入費　6,012万円

教育環境の整備教育環境の整備

快適な住空間の形成快適な住空間の形成
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力強い産業の 復興・創生

みんなで支える 安心生活

老人クラブ活動事業補助金　147万円　若年がん患者在宅療養支援事業助成金　10万円
高齢者生きがい活動（いきいきさくら）支援事業委託　1,036万円

台湾交流事業　970万円
地域づくり活動サポート事業補助金　40万円
むらおこし活性化事業補助金　170万円

あだたらの恵ブランド力向上事業委託　582万円　　地域活性化起業人事業　710万円
有害鳥獣被害防止対策　438万円　　地域おこし協力隊（農業分野）事業　1,929万円

議会が注目する　令和８年度事業

広葉樹林再生事業　1,813万円　　遠藤ヶ滝遊歩道整備工事　1,160万円
ふれあい村民の森管理運営事業　93万円

林業の振興林業の振興

健康長寿の推進健康長寿の推進

暮らしの安全暮らしの安全 絆づくりの推進絆づくりの推進

ふるさと納税事業　2,491万円
観光・物産PR実行委員会補助金　300万円
アットホームおおたま管理事業　1,103万円

商工業の振興商工業の振興

農業の振興農業の振興

消防団の活動に要する経費　3,342万円
防犯対策に要する経費　578万円
水害ハザードマップ作成業務委託　880万円



議会だより 6

48億4,257万円 50億  90万円
44億4,481万円 43億2,563万円

一般会計予算の推移

５年度 ６年度 ７年度 ８年度

会　計　名 予　算　額
一般会計 50億　 90万円
国民健康保険特別会計 7億9,697万円
玉井財産区特別会計 822万円
土地取得特別会計 62万円
介護保険特別会計 9億1,767万円
後期高齢者医療特別会計 1億1,905万円

水道事業会計
（収益的支出） 1億6,596万円
（資本的支出） 2億  385万円

農業集落排水事業会計
（収益的支出） 1億3,075万円
（資本的支出） 5,220万円

5050億億9090万円万円前年度比3.3％⬆

一般会計

当
初
予
算
が

�

決
ま
る
ま
で
!!

　
当
初
予
算
は
、
次
の
よ
う
に
議
会
で
審
議

し
ま
す
。

•

議
案
の
一
括
上
程

•

提
案
理
由
の
説
明

•

総
括
質
疑

•

予
算
審
査
特
別
委
員
会

設
置

•

総
務
文
教
分
科
会

 

産
業
厚
生
分
科
会

 

の
設
置

　
　

•

予
算
審
査

•

分
科
会
の
審
査
報
告

•

予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
結
果
を
集
約

•

予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
結
果
報
告

•

議
案
審
議

　
分
科
会
の
質
疑
と
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
意
見
は
７
ペ
ー
ジ
か
ら
10
ペ
ー
ジ
で

す
。 ３／３３／９３／12３／16 ３／10～

本
会
議

本
会
議

予
算
審
査

特
別
委
員
会

本
会
議

総
務
文
教
分
科
会

産
業
厚
生
分
科
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

令和８年度　予算額令和８年度　予算額

令和８年度
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分
科
会
で
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
多
く
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

 

総
　
務
　
課 

台
湾
交
流
事
業

問　

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
少
な
く
、
毎
年
苦
労
し
て
い
る
。

台
湾
に
行
く
中
学
２
年
生
の
家
庭
に
協
力
を
お
願

い
で
き
な
い
か
。

答　

台
湾
に
行
く
中
学
２
年
生
を
含
め
全
生
徒
の
家

庭
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

分
科
会
質
疑
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

新
年
度
予
算
を
問
う

総
務
文
教
分
科
会

日
本
で
最
も
美
し
い
大
玉
村
づ
く
り
大
賞

問　

表
彰
の
要
件
は
。

答　

地
域
の
将
来
を
考
え
、
住
民
の
創
意
工
夫
に
よ

り
自
主
的
に
活
動
す
る
団
体
や
個
人
を
各
行
政
区

長
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
表
彰
し
て
い
る
。
団
体
や

個
人
か
ら
の
推
薦
も
可
能
と
す
る
な
ど
、
よ
り
多

く
の
方
が
応
募
で
き
る
よ
う
見
直
し
て
い
き
た
い
。

 

企
画
財
政
課 

（
仮
称
）
ペ
ル
ー
・
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
日

記
念
行
事

問　

開
催
の
目
的
は
。

答　

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
と
の
友
好
交
流
を
広
く
村
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
10
月

26
日
前
後
に
ペ
ル
ー
大
使
館
の
協
力
を
得
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

む
ら
お
こ
し
活
性
化
事
業
補
助
金

問　

新
し
く
助
成
さ
れ
る
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

組
な
ど
で
行
わ
れ
る
歳
の
神
で
振
る
舞
わ
れ
る

甘
酒
な
ど
の
経
費
に
１
万
円
を
補
助
す
る
。

大賞の大玉12区防犯協力会（10月19日）

１月７日に行われる歳の神

３月10日３月10日
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保
　
健
　
課 

人
間
ド
ッ
ク
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診

問　

５
歳
刻
み
で
同
じ
年
齢
で
受
診
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
間
ド
ッ
ク
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
の
年
齢
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

４
月
か
ら
は
人
間
ド
ッ
ク
対
象
の
翌
年
を
Ｐ
Ｅ

Ｔ
が
ん
検
診
の
対
象
と
し
、
高
度
な
が
ん
検
診
を

受
診
す
る
機
会
を
増
や
す
。

若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業

問　

支
援
の
内
容
は
。

答　

18
歳
か
ら
40
歳
未
満
の
自
宅
で
療
養
生
活
を
送

る
終
末
期
が
ん
患
者
を
対
象
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
経
費
の
支
援
を
４
月
か
ら
実
施
す
る
。

産
業
厚
生
分
科
会

 
教
育
総
務
課 

み
ん
ぽ
う
ま
な
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ

問　
み
ん
ぽ
う
ま
な
ｂ

べ
　
　
る

ｅ
ｌ
ｌ
と
は
。

答　

福
島
民
報
社
が
提
供
す
る
小
中
学
生
が
活
用
で

き
る
総
合
デ
ジ
タ
ル
教
材
で
あ
る
。
簡
単
に
新
聞

を
作
成
で
き
る
ほ
か
、
過
去
の
記
事
を
調
べ
る
な

ど
、
幅
広
い
学
習
に
利
用
で
き
る
。
昨
年
７
月
に

村
は
福
島
民
報
社
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
保
護

問　

県
で
は
文
化
財
資
料
を
保
管
す
る
保
管
場
所
に

苦
慮
し
て
い
る
と
聞
く
。
あ
だ
た
ら
ふ
る
さ
と

ホ
ー
ル
は
ど
う
な
の
か
。

答　

村
内
外
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
資
料

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
管
場
所
は
必
要
で

あ
る
。

 

福
　
祉
　
課 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

問　

４
月
か
ら
始
ま
る
制
度
は
。

答　

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
６
カ
月
か
ら
３

歳
未
満
の
子
ど
も
が
保
育
施
設
を
利
用
で
き
る
制

度
で
あ
る
。
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
や
家
庭
以
外

の
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
す
る
。
村
内
で
は
大
玉
村
保
育
所
で

実
施
す
る
。

保育所で楽しく過ごす子どもたち

３月10日３月10日
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産
　
業
　
課 

地
域
活
性
化
起
業
人

問　

地
域
活
性
化
起
業
人
（
企
業
派
遣
型
）
と
は
。

答　

農
業
の
持
続
的
な
経
営
と
新
規
就
農
者
の
確
保

な
ど
に
取
り
組
む
。
民
間
企
業
の
社
員
が
企
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
て
地
域
活
性
化
を
図

る
。
期
間
は
、
３
年
間
。

 

建
　
設
　
課 

橋
梁
維
持

問　

根
崎
橋
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　

鋼
部
材
の
塗
替
え
塗
装
の
工
事
を
行
う
。
工
事

は
川
の
水
位
が
下
が
る
11
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

行
う
予
定
で
あ
る
。

 

上
下
水
道
課 

水
道
料
金

問　

水
道
料
金
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

水
道
料
金
は
昭
和
56
年
か
ら
据
え
置
か
れ
て
お

り
、
将
来
は
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。
令
和
８
年
度

中
に
値
上
げ
の
方
向
性
を
決
め
た
い
。

 

都
市
計
画
課 

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備

問　

国
道
４
号
沿
線
の
工
業
集
積
拠
点
に
お
け
る
企

業
誘
致
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答　

地
権
者
や
地
元
の
皆
さ
ま
に
計
画
内
容
を
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
。
地
権
者
か
ら
の
了
解
が
得
ら

れ
次
第
、
企
業
誘
致
に
入
っ
て
い
き
た
い
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
や
県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
民
間
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
活
用
な
ど
を
行
う
。

豪雨災害の現地調査（令和４年９月６日） 根崎橋
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
意
見

 

総
　
務
　
部  

①　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
が
図
ら
れ
て
き
て
い

る
が
、
引
き
続
き
各
種
事
業
の
周
知
方
法
の
工
夫
を

図
り
、
よ
り
多
く
の
村
民
が
利
活
用
で
き
る
よ
う
に

努
め
ら
れ
た
い
。

②　

台
湾
交
流
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
確
保
な
ど
に
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
。
教

育
委
員
会
や
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の

交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

 

教
　
育
　
部 

①　

ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
管
理
運
営
事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
内
外
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
資
料

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
に
保
管
で
き
る
場

所
の
確
保
を
検
討
さ
れ
た
い
。

 

住
民
福
祉
部 

①　

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
尿
中
塩
分
検
査
や
食
事
指

導
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し
て
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
広
く
村
民
に
減
塩
を
啓
発
し
健

康
長
寿
の
取
り
組
み
の
柱
と
さ
れ
た
い
。

②　

介
護
予
防
の
重
要
性
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
村

で
行
わ
れ
て
い
る
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
元

気
づ
く
り
会
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討

さ
れ
た
い
。

③　

自
主
防
災
組
織
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

核
と
な
る
こ
と
か
ら
、
組
織
づ
く
り
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

 

産
業
建
設
部 

①　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
取
り
組
み

と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
周
辺
整
備
や
安
全
対

策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②　

支
障
木
対
策
は
個
人
や
村
が
行
う
べ
き
も
の
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
だ
が
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
さ
れ
た
い
。

③　

村
の
基
幹
産
業
の
農
業
に
お
い
て
、
特
に
米
は
重

要
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
米
を
柱
に
、
大
玉
村
産
米
全

体
の
知
名
度
向
上
や
底
上
げ
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
舎
屋
根
改
修
工
事
費

補
正
額
５
０
０
万
円

問　

屋
根
材
に
何
を
使
用
す
る
の
か
。
耐
用
年
数
は
。

答　

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
を
使
用
す
る
。
堆
肥
の
発

効
過
程
で
ア
ン
モ
ニ
ア
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

耐
用
年
数
は
約
15
年
程
度
と
み
て
い
る
。

３月12日３月12日

令和７年度　３月補正予算
会　計　名 補 正 額 総　　額

一 般 会 計 △608万円 60億3,188万円

国民健康保険特別会計 200万円 8億6,041万円

玉 井 財 産 区 特 別 会 計 303万円 983万円

介 護 保 険 特 別 会 計 364万円 9億7,375万円

後期高齢者医療特別会計 1,409万円 1億1,587万円

議
会
が
注
目
す
る
補
正
予
算
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人
事
案
件

副
村
長
の
選
任
の
同
意

　

現
副
村
長
の
武
田
正
男
氏
の
３
月
31

日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
の
副
村

長
と
し
て
菅す

げ

野の

大だ
い

佑す
け

氏
を
人
格
、
識
見

と
も
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
、
副
村
長

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

　

菅
野
氏
は
平
成
17
年
に
福
島
県
に
採

用
さ
れ
、
企
画
調
整
総
室
企
画
調
整
課

な
ど
に
勤
務
し
、
県
か
ら
の
派
遣
に
よ

り
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
副
村
長
に

就
任
し
た
。

区
長
・
区
長
代
理
の
委
嘱
の
同
意

　

４
月
か
ら
の
新
た
な
区
長
・
区
長
代

理
の
委
嘱
に
つ
い
て
同
意
し
た
。
任
期

は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

新
任
の
伊
藤
一
男
氏
（
大
山
字
明
路

内
）
の
法
務
大
臣
へ
の
推
薦
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ら
れ
、
適
任
で
あ
る
と
答
申

し
た
。
任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
。

３月定例会に提出された陳情

３月定例会に提出された請願

意見書３件を提出しました

件　　　名 提　出　者 付託委員会 審査結果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出の陳情について

二本松市高田
日本労働組合総連合会福島県連合会
二本松・安達地区連合会　
議長　高橋　　誉

産業厚生 採　択

全国学力・学習状況調査の悉皆実施中止を求め
る意見書送付を求める陳情

二本松市亀谷
福島県教職員組合安達支部
支部長　高橋　尚人

総務文教 不採択

東京都新宿区において顕在化した事例を受け
て、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する早
期の実態把握と再発防止を求める陳情

郡山市鶴見担
福島県を明るくする会　郡山支部
代表　廣川　淳也

総務文教 不採択

件　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 審査結果
「最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、
中小企業・小規模事業者支援の拡充を求める意
見書」の提出について

二本松市亀谷
二本松地方労働組合総連合
議長　佐原　成典

須藤　軍蔵 産業厚生 採　択

「院所・事業所の継続とケア労働者が働き続け
られる環境整備のため、診療報酬・介護報酬
など公定価格の引き上げを求める意見書」の
提出について

二本松市亀谷
二本松地方労働組合総連合
議長　佐原　成典

須藤　軍蔵 産業厚生 採　択

意　見　書 提　出　先
最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小企
業・小規模事業者支援の拡充を求める意見書 内閣総理大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣

院所・事業所の継続とケア労働者が働き続けられる環境
整備のため、診療報酬・介護報酬など公定価格の引き上
げを求める意見書

内閣総理大臣、厚生労働大臣、こども家庭庁長官

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長

※意見書…地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめたもの。地方自治法第99条には、「地
方自治体の議会は、当該普通公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出すること
ができる」と規定されている。具体的には、議員が発議して本会議にはかり、議長名で関係機関に提出する。

議員発議



一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　
　
９
人
の
議
員
が
登
壇
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３月定例会では、３月５日に６人、６日に３人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約した内容は、質問順に13ページから21ページです。

※一般質問…�議員が村行財政全般にわたって、村に対し説明を求めまたは所信をただすこと。
大玉村議会の一般質問は一人30分以内で、答弁時間は含まない。

斎
さい

藤
とう

　信
しん

一
いち １．伝統行事の継承を

２．スマート IC周辺開発は 13ページ

武
たけ

田
だ

　悦
えつ

子
こ １．高齢者の安心安全を確かなものに

２．農業を持続可能な産業に 14ページ

須
す

藤
どう

　軍
ぐん

蔵
ぞう １．暮らしの安全と平和

２．村道の支障木伐採の対策を 15ページ

菅
すが
原
はら
　貴

たか
子
こ １．ごみ排出量削減の取り組みは

２．こども誰でも通園制度の体制は 16ページ

渡
わた
邉
なべ
　啓

けい
子
こ １．デマンドタクシーの現状と課題は

２．子どもの読書活動推進のために 17ページ

三
さん
瓶
ぺい
　賢

けん
一
いち １．文化・スポーツ選手の応援を

２．地域防災力の強化を 18ページ

松
まつ
本
もと
　　昇

のぼる １．稲作農家への苗購入補助を問う
２．国際交流の課題と今後は 19ページ

本
ほん

多
た

　保
やす

夫
お １．県の水稲「福島59号」

２．スクールバス運行規程の変更を 20ページ

佐
さ

原
わら

佐
さ

百
ゆ

合
り １．利用しやすい通勤通学バスに

２．安心して子育てできる保育体制を 21ページ

　

３
月
定
例
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。
議
会
基
本
条
例
は

議
会
が
村
民
の
皆
さ
ん
の

負
託
に
的
確
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
議
会
や
議
員
の

活
動
原
則
な
ど
を
定
め
た

議
会
の
最
高
規
範
と
な
る

も
の
で
す
。

　

改
正
し
た
議
会
基
本
条

例
に
は
、
条
例
の
理
念
と

な
る
前
文
に
議
会
の
目
指

す
姿
を
明
記
し
、
条
文
に

災
害
時
の
議
会
の
対
応
や

広
聴
機
能
の
強
化
な
ど
を

加
え
ま
し
た
。
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
の
広
聴
班
を

中
心
に
村
民
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
う
場
が
持
て
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
の
役
割
を
果
た
す
に
は

Business Continuity Plan 　
　

大
玉
村
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）

見
え
る
議
会

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
に
関
心
を

　
　
　
持
っ
て
も
ら
え
る
議
会
を
め
ざ
し
て

　

災
害
時
に
議
会
や
議
員

は
、
ど
う
対
応
し
、
ど
う

行
動
す
る
べ
き
か
を
定
め

る
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
が
あ
る
議
会
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
15
年
で

す
。
地
震
や
集
中
豪
雨
、

林
野
火
災
な
ど
の
災
害
は

時
と
場
所
を
選
ば
ず
各
地

で
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

大
玉
村
議
会
は
昨
年
の

９
月
に
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
討

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

勉
強
会
や
議
論
を
経
て
、

３
月
に
大
玉
村
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
防
災
に
関
す
る

勉
強
会
を
実
施
し
、
災
害

時
に
お
け
る
議
会
や
議
員

の
行
動
指
針
や
優
先
業
務

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
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一 般 質 問

議
員

　

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

・�

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
運

営
に
つ
い
て

斎
藤 

地
域
の
伝
統
行
事

は
、
郷
土
愛
や
地
域
の
絆

を
育
む
大
切
な
文
化
で
あ

る
が
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
縮
小
と
廃
止
が

進
ん
で
い
る
。
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
部
長 

歳
の
神
は
平

成
26
年
の
28
カ
所
か
ら
令

和
８
年
に
は
16
カ
所
に
減

少
し
て
い
る
。
他
の
行
事

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

斎
藤 

実
態
を
把
握
し
な

け
れ
ば
継
承
の
対
策
も
講

じ
ら
れ
な
い
。
調
査
や
記

録
を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

教
育
部
長 

伝
統
行
事
を

残
し
て
い
く
た
め
に
、
調

査
等
で
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
。

斎
藤 

甘
酒
や
菓
子
の
振

る
舞
い
な
ど
、
地
域
の
行

事
を
支
え
る
助
成
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

ふ
る
さ
と
づ

く
り
助
成
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
を
改
正
し
、
４
月

か
ら
運
用
を
予
定
し
て
い

る
。

斎
藤 

大
山
小
学
校
の
通

学
路
に
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
は
幅
員
が
狭
く

危
険
で
あ
り
、
将
来
を
見

据
え
た
改
良
が
必
要
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

安
心
し

て
利
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
整
備
に
は

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
国
や
県
の
補
助

金
な
ど
の
財
源
確
保
に
努

め
、
関
係
機
関
と
調
査
研

究
を
進
め
な
が
ら
追
加
の

対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

斎
藤 

県
道
本
宮
土
湯
温

泉
線
の
新
田
か
ら
住
吉
ま

で
は
歩
道
が
な
い
。
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
を
契
機

に
周
辺
開
発
と
一
体
的
に

進
め
る
考
え
は
。

産
業
建
設
部
長 
安
全
対

策
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

歩
道
整
備
の
要
望
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

斎
藤 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を

活
用
し
た
社
会
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。
社
会
実
験

は
道
の
駅
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、
あ
だ
た
ら
の
里
直

売
所
を
社
会
実
験
の
対
象

と
し
て
国
や
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
考

え
は
。

産
業
建
設
部
長 

あ
だ
た

ら
の
里
直
売
所
周
辺
を
地

域
振
興
拠
点
と
し
た
基
本

計
画
書
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。
基
本
計
画
が
ま
と

ま
っ
た
後
に
、
要
望
活
動

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

かつては村の至る所で行われていた歳の神

歩道設置で歩行者の安全を

斎さ
い

藤と
う

信し
ん

一い
ち

伝統行事の継承を
質問趣旨

地域の伝統は、村の文化と人のつながりを支える重要な
財産である。実態把握と継承支援の在り方を問う。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
は

質
問
趣
旨

交
通
量
の
増
加
を
見
据
え
た
通
学
路
の
安
全
対
策
と
地
域
振
興
の

在
り
方
を
問
う
。
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一 般 質 問

議
員
武
田 

村
で
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
き
た
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

村

社
会
福
祉
協
議
会
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
生

活
支
援
や
介
護
予

防
、
認
知
症
施
策
な

ど
の
支
援
体
制
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

武
田 
村
で
行
わ
れ
て
い

る
介
護
予
防
事
業
は
。

住
民
福
祉
部
長 
保
健
師

な
ど
に
よ
る
個
別
指
導
支

援
や
地
区
サ
ロ
ン
に
お
け

る
健
康
指
導
、
元
気
づ
く

り
会
、
頭
と
体
の
健
康
倶

楽
部
な
ど
に
よ
り
介
護
予

防
と
重
症
化
予
防
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。

武
田 

い
き
い
き
さ
く
ら

の
開
催
日
を
見
直
し
て
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
に

高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る

日
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

村
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

武
田 

住
民
が
参
加
し
て

検
討
を
進
め
て
き
た
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
通
し

は
。

住
民
福
祉
部
長 

「
ち
ょ

い
ボ
ラ
」
は
制
度
の
検
討

が
終
わ
り
、
今
後
は
村
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主

体
と
な
り
、
７
月
か
８
月

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

武
田 

ブ
ラ
ン
ド
米
「
あ

だ
た
ら
の
恵
」
の
生
産
者

数
は
。

産
業
課
長 

令
和
７
年
は

３
人
、
８
年
は
新
た
に
２

人
が
加
わ
る
予
定
で
あ

る
。

武
田 

あ
だ
た
ら
の
恵
は

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

コ
メ
な
の
か
。

産
業
課
長 

あ
だ
た
ら
の

恵
を
通
し
て
高
品
質
な
村

産
米
全
体
の
需
要
を
牽
引

し
、
大
玉
村
全
体
の
知
名

度
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。

武
田 

村
産
米
全
体
の
底

上
げ
に
ど
の
く
ら
い
の
期

間
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

産
業
課
長 

何
年
ま
で
に

で
は
な
く
、
消
費
者
が
大

玉
村
の
米
は
お
い
し
い
、

大
玉
村
の
米
を
買
お
う
と

い
う
意
識
が
浸
透
す
る
ま

で
続
け
た
い
。

武
田 

今
年
も
水
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
農
家
の
頑

張
り
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
。
先
を
見
据
え
た
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

渇
水
時

に
地
域
ご
と
に
用
水
を
流

す
番
水
を
検
討
し
て
い

る
。
土
地
改
良
区
と
協
議

し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
対

策
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

武
田 

村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
ど
う
守
っ
て

い
く
の
か
。

村
長 

農
業
は
村
の
宝
で

あ
る
景
観
を
守
り
、
村
づ

く
り
の
大
き
な
部
分
を
占

め
る
。
農
業
振
興
公
社
の

体
制
を
強
化
し
、
将
来
的

に
農
業
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
を
施
策
の
中
心
に
据

え
進
め
て
い
き
た
い
。

気軽に集える日を福祉センターさくらに

村産米全体の底上げを

高齢者の安心安全を確かなものに
質問趣旨

地域包括ケアシステムをさらに深化させ、高齢になって
も安心して暮らせる村づくりをどのように進めるのか。

農
業
を
持
続
可
能
な
産
業
に

質
問
趣
旨

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
。
ブ
ラ
ン
ド
米
の
生
産
や
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
。

武た
け

田だ

悦え
つ

子こ
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一 般 質 問

議
員 須

藤 

日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
受
賞
を
機
に

核
兵
器
の
な
い
社
会
を
目

指
す
機
運
が
高
ま
っ
た

が
、
世
界
で
は
逆
行
し
た

動
き
が
あ
る
。
村
で
は
、

広
島
平
和
記
念
式
典
に
子

ど
も
た
ち
を
派
遣
し
て
い

る
が
、
改
め
て
平
和
教
育

の
認
識
を
伺
う
。

教
育
長 
震
災
と
原
発
事

故
の
教
訓
や
核
の
問
題
を

記
念
日
と
い
う
よ
う
な
過

去
の
も
の
に
す
る
の
で
は

な
く
、
現
在
、
未
来
に
つ

な
が
る
課
題
に
対
し
て
事

実
に
基
づ
い
た
学
び
と
体

験
的
な
活
動
を
通
し
て
平

和
教
育
の
推
進
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

須
藤 

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
建

設
の
盛
り
土
に
15
年
前
の

原
発
事
故
で
発
生
し
た
汚

染
除
去
土
壌
が
使
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
報
道

が
あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

村
長 

除
染
土
は
貯
蔵
開

始
か
ら
30
年
以
内
に
県
外

に
搬
出
す
る
法
律
が
あ

る
。
新
聞
報
道
が
あ
る
こ

と
は
確
認
し
て
い
る
が
、

県
と
同
様
に
村
は
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
受
け
入
れ

る
こ
と
は
一
切
考
え
て
い

な
い
。

須
藤 

道
路
法
な
ど
に
定

め
ら
れ
て
い
る
支
障
木
伐

採
の
基
準
は
。

産
業
建
設
部
長 

道
路
法

で
は
、
車
道
の
上
空
４
・

５
㍍
の
範
囲
内
に
は
障
害

と
な
る
も
の
を
置
い
て
は

な
ら
な
い
空
間
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

須
藤 

村
の
支
障
木
伐
採

の
基
準
は
。

産
業
建
設
部
長 

車
道
の

上
空
４
・
５
㍍
の
範
囲
内

に
あ
る
自
動
車
の
安
全
走

行
に
支
障
を
及
ぼ
す
枝
葉

を
伐
採
の
対
象
と
し
て
い

る
。

須
藤 

個
人
の
所
有
物
で

あ
る
立
ち
木
が
高
齢
化
や

所
有
者
が
不
明
な
ど
に
よ

り
管
理
が
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
安
全
に

道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う

に
一
歩
進
ん
だ
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

村
長 

さ
ま
ざ
ま
な
事
情

が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
。
一
律
に
基
準
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、

状
況
に
応
じ
て
判
断
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。
ま
き

ス
ト
ー
ブ
を
利
用
す
る
方

を
募
り
、
伐
採
し
た
支
障

木
の
処
理
を
担
っ
て
い
た

だ
け
な
い
か
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

広島から平和の尊さを学ぶ

村道にかかる支障木

須す

藤ど
う

軍ぐ
ん

蔵ぞ
う

暮らしの安全と平和
質問趣旨

「過去に目を閉ざす者は、現在にも目を閉ざすことになる。」
安全と平和が保たれなければ、希望のある暮らしは営めない。

村
道
の
支
障
木
伐
採
の
対
策
を

質
問
趣
旨

里
山
沿
い
の
村
道
に
支
障
木
が
多
く
見
ら
れ
る
。
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
柔
軟
な
対
策
を
求
め
る
。
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一 般 質 問

議
員

菅す
が

原は
ら

貴た
か

子こ

菅
原 

地
球
温
暖
化

対
策
の
一
つ
で
あ
る

ご
み
排
出
量
削
減
の

周
知
は
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

ご

み
を
減
ら
す
に
は
、

可
燃
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
広
報
紙
に
月
ご

と
の
ご
み
排
出
量
の
昨
年

と
の
比
較
や
使
用
済
み
の

食
用
油
の
回
収
量
を
掲
載

し
て
意
識
づ
け
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
ご
み
分
別

の
冊
子
の
配
布
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

菅
原 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
や
ボ
タ
ン
型
電
池
の

捨
て
方
が
分
か
り
に
く

い
。
分
か
り
や
す
い
周
知

方
法
は
。

住
民
福
祉
部
長 

ご
み
分

別
の
冊
子
に
表
記
は
な
い

が
、
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー

の
出
し
方
が
掲
載
し
て
あ

る
の
で
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
令
和
８
年
度

中
に
冊
子
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
改
め
て
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
等
の
廃
棄
方
法

の
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

菅
原 

こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
１
日
の
利
用
見

込
数
は
、
ゼ
ロ
歳
児
が
１

人
、
１
歳
児
が
２
人
、
２

歳
児
が
１
人
と
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

示
さ
れ
て
い
る
が
、
見
込

み
数
に
変
更
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

利
用
見

込
み
数
に
変
更
は
な
い
。

菅
原 

体
制
の
整
備
は
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

事
業
者

の
認
可
事
務
や
実
施
要
綱

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

利
用
見
込
者
数
か
ら
受
入

れ
の
人
員
や
ス
ペ
ー
ス
な

ど
、
現
行
の
体
制
で
実
施

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

菅
原 
利
用
者
が
空
き
情

報
の
検
索
や
予
約
が
で
き

る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
支
援
シ
ス
テ
ム
の
利
用

の
周
知
は
、
い
つ
頃
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

利
用
者

が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
が
で

き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

ごみ排出量削減の取り組みは
質問趣旨

増え続けるごみを削減する目標として2030年度までに
2015年度排出量のCO2を半減するとしている。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
体
制
は

質
問
趣
旨

４
月
か
ら
始
ま
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
体
制
の
整
備
は

図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

議
員

回収された
使用済み食用油
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一 般 質 問

議
員 渡

邉 

電
話
予
約
の
他
に

Ａ
Ｉ
に
よ
る
予
約
配
車
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
24

時
間
予
約
が
可
能
に
な
っ

た
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
予
約
の

割
合
は
。

総
務
部
長 

１
月
か
ら
12

月
ま
で
で
は
23
・
８
％
で

あ
る
。

渡
邉 
村
で
は
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
方
に

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用

券
50
枚
を
３
カ
年
交
付
し

て
い
る
。
近
年
の
運
転
免

許
証
自
主
返
納
者
の
人
数

を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

令
和
７

年
度
は
２
月
末
で
16
名
、

６
年
度
は
29
名
、
５
年
度

は
26
名
で
あ
る
。

渡
邉 

自
主
返
納
者
一
人

当
た
り
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
年
間
平
均
利
用
回

数
を
伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

令
和
７

年
度
は
１
月
末
時
点
で
10

回
、
６
年
度
と
５
年
度
は

９
回
で
あ
る
。

渡
邉 

タ
ク
シ
ー
の
方
が

良
い
と
い
う
方
も
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用

券
か
タ
ク
シ
ー
券
の
ど
ち

ら
か
を
選
べ
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

を
図
る
意
味
で
も
、
当
面

は
現
行
ど
お
り
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

渡
邉 

子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長 

子
ど
も
司
書

養
成
講
座
を
開
催
し
、
小

学
生
の
高
学
年
を
中
心
に

図
書
の
分
類
法
を
学
ん
だ

り
、
本
の
紹
介
用
ポ
ッ
プ

や
し
お
り
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
自

分
の
お
勧
め
本
を
紹
介

し
、
参
加
者
が
読
ん
で
み

た
い
本
に
投
票
す
る
ミ
ニ

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催

し
た
。

渡
邉 

小
学
校
の
移
動
図

書
館
の
利
用
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長 

令
和
７

年
度
の
運
行
回
数
は
両
小

学
校
合
計
で
16
回
、
利
用

者
数
は
２
２
４
３
名
、
貸

出
し
冊
数
は
３
１
５
９
冊

で
あ
る
。

渡
邉 

移
動
図
書
館
車
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
雨
漏

り
対
策
と
し
て
車
内
に
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
ポ
リ
バ

ケ
ツ
を
置
い
て
対
応
し
て

い
る
と
聞
く
。
車
体
の
さ

び
も
目
立
ち
、
早
め
の
更

新
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長 

移
動
図
書
館

車
は
郡
山
市
か
ら
譲
り
受

け
て
か
ら
29
年
、
初
年
度

登
録
か
ら
40
年
が
経
過
し

て
い
る
た
め
更
新
を
検
討

し
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長 

新
車
購

入
の
他
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
更
新
の
際
に
車
内
を
改

造
し
て
の
対
応
も
可
能
か

検
討
し
て
い
る
。

子どもたちに夢を運ぶ　あだたら号

渡わ
た

邉な
べ

啓け
い

子こ

議
員

デマンドタクシーの現状と課題は
質問趣旨

デマンドタクシーは、高齢者や車を持たない住民の足となる。
利便性の向上や利用促進について課題はないか。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
に

質
問
趣
旨

子
ど
も
た
ち
の
身
近
に
本
が
あ
り
、
手
に
取
り
や
す
く
、

よ
り
本
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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一 般 質 問

議
員
三
瓶 

大
玉
村
文

化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
出
場
選
手
激
励

金
の
５
年
間
の
交
付

実
績
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長 

東

北
大
会
出
場
は
延
べ

１
３
７
名
、
全
国
大

会
出
場
が
延
べ
69
名

で
あ
る
。

三
瓶 
上
位
大
会
に
な
る

と
旅
費
や
宿
泊
費
が
か
か

る
。
出
場
す
る
場
合
に
補

助
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長 

中
体
連
が
主

催
す
る
体
育
大
会
の
東
北

大
会
以
上
に
出
場
す
る
場

合
は
、
学
校
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
選
手
や
引

率
者
の
旅
費
や
宿
泊

費
を
村
が
支
出
し
て

い
る
。

三
瓶 

部
活
動
の

地
域
移
行
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
。

教
育
長 

地
域
の

方
々
の
協
力
を
受

け
、
部
活
動
指
導
員

を
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
吹
奏
楽
部
に

配
置
し
て
い
る
。
剣

道
部
は
大
玉
剣
友
会

に
所
属
し
、「
お
お
た
ま

学
園
剣
道
部
」
と
い
う
、

地
域
ク
ラ
ブ
の
資
格
で
今

後
、
中
体
連
に
出
場
で
き

る
よ
う
に
し
、
地
域
展
開

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
て

い
き
た
い
。

三
瓶 

ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
、
上
位
大
会

に
出
場
す
る
選
手
を
応
援

で
き
な
い
か
。

教
育
部
長 

担
当
課
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

三
瓶 

大
玉
村
消
防
団
の

定
数
は
１
７
９
名
で
あ

る
。
欠
員
の
数
と
原
因
を

伺
う
。

住
民
福
祉
部
長 

自
動
車

部
を
含
め
欠
員
が
出
て
い

る
分
団
は
７
分
団
あ
り
、

25
名
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
就
労
形
態
の
変

化
な
ど
に
よ
り
消
防
団
員

の
不
足
は
全
国
的
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

三
瓶 

消
防
団
員
を
増
や

す
に
は
、
団
員
だ
け
で
な

く
行
政
区
と
協
力
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

行
政
区

長
に
お
願
い
し
て
い
く
と

と
も
に
、
消
防
団
の
必
要

性
や
重
要
性
を
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

三
瓶 

自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
と
村
の
支
援
は
。

住
民
福
祉
部
長 

災
害
時

に
地
域
住
民
は
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
自
助
、

共
に
協
力
し
合
う
共
助
の

要
と
な
る
。
村
で
は
資
機

材
の
購
入
助
成
や
研
修
会

の
実
施
な
ど
を
通
し
て
支

援
し
て
い
き
た
い
。

地域の力で子どもたちの応援を

地域を守る要の消防団

文化・スポーツ選手の応援を
質問趣旨

文化人やスポーツマンの活躍は、未来に向けて村民の夢
であり希望である。活躍する選手を応援できないか。

地
域
防
災
力
の
強
化
を

質
問
趣
旨

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
は
地
域
を
守
る
要
と
な
る
。

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

三さ
ん

瓶ぺ
い

賢け
ん

一い
ち

議
員
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一 般 質 問

議
員 松

本 

Ｊ
Ａ
か
ら
苗
を

買
っ
て
い
る
稲
作
農
家
へ

の
補
助
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

令
和
８

年
度
は
福
島
市
か
ら
の
苗

箱
の
輸
送
に
係
る
値
上
が

り
分
と
し
て
硬
化
苗
は
３

０
０
円
、
芽
出
し
苗
は
１

５
０
円
を
補
助
す
る
。

松
本 
自
分
で
苗
を
作
る

稲
作
農
家
に
も
補
助
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長 

自
家
育

苗
農
家
に
補
助
の
考
え
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
物

価
や
燃
料
の
高
騰
な
ど
社

会
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

松
本 

大
竹
國
民
中
学
と

11
年
間
に
わ
た
り
交
流
し

て
い
る
が
、
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

総
務
課
長 

特
に
大
き
な

問
題
は
な
い
が
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
受
入
れ
る
家
族

が
少
な
く
苦
労
し
て
い

る
。

松
本 

大
竹
國
民
中
学
と

の
交
流
を
大
玉
中
の
修
学

旅
行
に
で
き
な
い
か
。

村
長 

過
去
に
中
学
校
に

修
学
旅
行
の
提
案
を
し
た

が
、
国
内
の
修
学
旅
行
を

優
先
し
た
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

松
本 

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村

と
学
生
と
の
交
流
は
。

村
長 
８
年
前
に
派
遣
し

た
中
学
生
が
、「
人
生
観

が
変
わ
っ
た
」「
何
事
に

も
前
向
き
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
る
。
も
う
一

度
中
学
生
も
し
く
は
高
校

生
を
派
遣
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

松
本 

野
内
与
吉
顕
彰
プ

レ
ー
ト
設
置
の
確
認
に
派

遣
し
た
人
数
と
費
用
は
。

総
務
課
長 

プ
レ
ー
ト
制

作
実
行
委
員
２
名
を
派
遣

し
た
。
２
名
分
の
費
用
約

１
１
３
万
円
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集

ま
っ
た
資
金
よ
り
支
出

し
た
。

松
本 

野
内
与
吉
顕
彰

プ
レ
ー
ト
除
幕
式
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
人
数

と
費
用
は
。

総
務
部
長 

公
式
訪
問

団
員
９
名
と
一
般
訪
問

団
員
13
名
合
わ
せ
て
22

名
で
あ
る
。
公
式
訪
問

団
員
の
渡
航
費
用
の
１

１
８
３
万
円
の
う
ち
９

７
５
万
円
が
補
助
金
と

し
て
県
か
ら
交
付
見
込

み
で
あ
る
。
村
の
持
ち
出

し
は
概
算
で
３
４
７
万
４

千
円
で
あ
る
。

自家育苗農家にも補助を

野内与吉顕彰プレート除幕式（10月27日）

松ま
つ

本も
と　

昇の
ぼ
る

議
員

稲作農家への苗購入補助を問う
質問趣旨

玉井育苗センターの撤退により、苗を買って米作りを
してきた農家が大変心配している。今後の村の考えは。

国
際
交
流
の
課
題
と
今
後
は

質
問
趣
旨

台
湾
の
大
竹
國
民
中
学
や
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
と
の
交
流
は
、
多
大
な
る
効
果
を

も
た
ら
し
た
が
、
交
流
の
在
り
方
を
変
え
る
こ
と
も
大
事
で
は
。



議会だより 20

一 般 質 問

議
員
本
多 

県
は
、
独
自

に
開
発
し
た
「
福
島

59
号
」
を
奨
励
品
種

と
し
て
採
用
す
る
と

発
表
し
た
。
村
へ
の

情
報
提
供
や
問
い
合

わ
せ
は
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

令

和
10
年
か
ら
一
般
栽

培
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
現
時
点
で
は
報
道

発
表
以
外
の
情
報
は
な

い
。

本
多 

粒
が
大
き
く
、
白

未
熟
粒
が
少
な
く
、
暑
さ

に
も
強
い
品
種
で
あ
る
。

栽
培
が
可
能
と
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
生
産
者

へ
働
き
か
け
て
い
く
考
え

な
の
か
。

産
業
建
設
部
長 

県
か
ら

の
方
針
は
届
い
て
い
な
い

が
、
生
産
者
に
情
報
提
供

を
行
い
、
県
と
生
産
者
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

本
多 

県
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
福
、
笑
い
」
は
生
産
者

の
選
定
に
課
題
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
、
村
の
選
定
基

準
等
の
考
え
は
あ
る
の
か

伺
う
。

産
業
建
設
部
長 

県
の
奨

励
品
種
で
あ
り
県
が
決
め

た
方
針
に
基
づ
き
、
村
で

は
応
募
さ
れ
る
方
に
情
報

提
供
し
て
い
く
よ
う
に
な

る
。

本
多 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

３
㌔
㍍
以
上
の
規
程
は
平

成
18
年
か
ら
見
直
さ
れ
て

い
な
い
が
、
検
討
は
行
わ

れ
て
き
た
の
か
。

教
育
部
長 

規
程
の
見
直

し
は
し
て
い
な
い
が
、
関

係
者
や
運
転
手
と
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
毎
年
運
行

ル
ー
ト
な
ど
を
決
め
て
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長 

距
離
を
短
縮
し

た
場
合
の
座
席
数
や
台

数
、
最
初
に
乗
車
し
た
児

童
が
長
時
間
乗
車
す
る
状

況
な
ど
の
検
討
を
教
育
委

員
会
の
内
部
で
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

本
多 
ク
マ
が
山
間
部
や

平
地
を
問
わ
ず
出
没
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
命
を
守

る
観
点
か
ら
規
程
を
変
更

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

バ
ス
の
距
離
の

見
直
し
だ
け
で
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
他
の
対
応
も
含
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

本
多 

規
程
の
変
更
を
な

ぜ
や
ら
な
い
の
か
。

教
育
長 

変
更
す
る
気
が

な
い
わ
け
で
は
ま
っ
た
く

な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
の
中
で
大
事
な
体
力
や

自
ら
命
を
守
る
行
動
も
必

要
で
あ
り
、
両
面
か
ら
今

後
も
検
討
を
続
け
た
い
。

待たれる高温障害に強い水稲品種

子どもたちが安全に通学できるように

県の水稲「福島59号」
質問趣旨

地球温暖化の影響や今年の雪不足により水不足が懸念
され、米の不作が心配される。村の対応を問う。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
規
程
の
変
更
を

質
問
趣
旨

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
規
程
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

本ほ
ん

多た

保や
す

夫お

議
員
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一 般 質 問

議
員 佐

原 

通
勤
通
学
バ
ス
の

利
用
状
況
は
。

総
務
部
長 

実
証
運
行
を

し
て
い
る
大
山
線
は
、
１

日
平
均
で
朝
便
２
・
３
人
、

夕
便
０
・
１
人
で
伸
び
悩

ん
で
い
る
。

佐
原 

利
用
者
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
現
状
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長 

高
校
に
進
学

す
る
子
ど
も
た
ち
の
保
護

者
に
中
学
校
を
通
し
て
通

勤
通
学
バ
ス
を
案
内
し
周

知
に
努
め
る
な
ど
、
利
用

者
の
増
加
を
目
指
し
た

い
。

佐
原 

高
校
生
の
負
担
が

少
な
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
割
引
制
度
や
定
期
券

な
ど
を
導
入
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長 

回
数
券
の
枚

数
を
増
や
す
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
が
、
定
期
券
は
価

格
設
定
や
発
行
手
続
き
に

課
題
が
あ
る
。
公
共
交
通

会
議
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

佐
原 

要
支
援
者
や
要
介

護
者
、
障
が
い
の
あ
る
方

は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

無
料
で
利
用
で
き
る
。
同

じ
よ
う
に
無
料
に
で
き
な

い
か
。

総
務
部
長 

こ
れ
ま
で
の

広
域
生
活
バ
ス
の
代
替
路

線
と
し
て
開
始
し
た
経
緯

が
あ
り
、
料
金
も
同
じ
く

運
用
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
、

公
共
交
通
会
議
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

佐
原 

保
育
所
の
定
員
１

５
０
名
に
対
し
、
実
際
の

利
用
者
数
は
下
回
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

住
民
福
祉
部
長 

条
例
の

定
数
は
、
保
育
士
の
配
置

基
準
や
居
室
面
積
基
準
に

よ
り
現
状
の
規
模
で
算
出

し
て
い
る
。
定
員
は
あ
く

ま
で
上
限
で
あ
り
、
受
け

入
れ
は
可
能
だ
が
、
職
員

配
置
や
安
全
面
を
考
慮

し
、
余
裕
を
も
っ
た
運
用

を
し
て
い
る
。

佐
原 

待
機
児
童
が
出
た

と
き
に
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長 

村
外
の

認
可
保
育
所
を
利
用
で
き

る
広
域
入
所
制
度
や
在
宅

子
育
て
奨
励
金
の
活
用
な

ど
を
案
内
し
て
い
る
。

佐
原 

育
児
休
業
中
は
、

預
け
て
い
た
上
の
子
が
原

則
と
し
て
保
育
所
を
退
所

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
。

住
民
福
祉
部
長 

育
児
休

暇
を
取
得
し
て
い
る
場
合

は
、
家
庭
で
の
保
育
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
負
担
を

お
か
け
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
原
則
と

し
て
退
所
を
お
願
い
し
て

い
る
。
保
育
を
必
要
と
す

る
方
が
一
人
で
も
多
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

佐
原 

保
育
所
の
一
時
預

か
り
保
育
と
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
の
違
い
を
踏

ま
え
、
混
乱
し
な
い
よ
う

な
周
知
が
で
き
な
い
か
。

住
民
福
祉
部
長 

混
乱
す

る
こ
と
な
く
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
周
知
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

利用者を待つ通勤通学バス（本宮駅西口）

楽しく遊ぶ子どもたち

佐さ

原わ
ら

佐さ

百ゆ

合り

議
員

利用しやすい通勤通学バスに
質問趣旨

通勤通学バスの利用が伸び悩んでいる。利用者が増える
ような工夫は進められないか。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
保
育
体
制
を

質
問
趣
旨

保
育
所
の
入
所
要
件
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
族
の
実
情

や
不
安
、
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
保
育
体
制
を
問
う
。
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頑
張
り
た
い
こ
と

悠
吾
く
ん
勉
強
を
頑
張

る
。
パ
パ
と
お
風
呂
で
足

し
算
を
し
て
い
る
よ
。

遥
加
さ
ん
リ
レ
ー
を
頑

張
り
た
い
で
す
。
学
習
発

表
会
で
十
二
神
楽
の
舞
を

や
り
た
い
で
す
。

希
美
さ
ん
大
玉
中
の
新

し
い
制
服
が
か
わ
い
い
の

で
嬉
し
い
で
す
。
勉
強
と

陸
上
部
の
部
活
動
を
両
立

し
、
頑
張
り
ま
す
。

将
来
の
夢
は

悠
吾
く
ん
宇
宙
飛
行
士

か
、警
察
官
に
な
り
た
い
。

遥
加
さ
ん
小
さ
い
子
が

好
き
な
の
で
幼
稚
園
の
先

生
に
な
り
た
い
で
す
。

希
美
さ
ん
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
長

生
き
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
、
お
医
者
さ
ん
に
な
り

た
い
で
す
。

み
ん
な
の
思
い

信
吾
さ
ん
　
子
育
て
は

毎
日
が
勉
強
で
す
。
家
族

が
多
い
と
、
情
報
や
視
点

が
広
が
り
、
人
生
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
る
子
ど
も
た

ち
の
背
中
を
押
し
て
あ
げ

た
い
で
す
。

瞳
さ
ん
子
ど
も
た
ち
に

は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
悩
ん
だ
り

迷
っ
た
り
し
た
時
に
は
相

談
し
て
ほ
し
い
で
す
。

恵
一
さ
ん
み
ん
な
で
暮

ら
し
て
い
る
と
毎
日
が
面

白
い
。
何
よ
り
家
族
が
大

切
。
家
族
が
あ
っ
て
村
や

県
が
あ
る
。

サ
ヨ
さ
ん
ひ
孫
は
素
直

で
め
ん
げ
よ
。
み
ん
な
で

い
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
だ

な
い
。
自
分
で
料
理
し
た

り
、
ザ
ッ
ク
（
お
手
玉
）

を
縫
っ
た
り
、
自
由
に
さ

せ
て
も
ら
っ
て
る
の
が
一

番
だ
な
い
。

セ
ツ
さ
ん
瞳
ち
ゃ
ん
が

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
買
い
物

に
い
つ
も
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い

で
す
。

信
吾
さ
ん
通
学
路
に
外

灯
が
少
な
く
、
不
審
者
や

交
通
事
故
が
心
配
で
す
。

中
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

つなぐつながる笑顔第17回
笑顔COUNTER

今号に登場したのは８人
0 1 1 2

　表紙は、小椋さんご家族です。93歳のサ
ヨさん、恵

えい

一
いち

さんとセツさんご夫妻、信
しん

吾
ご

さんと瞳
ひとみ

さんご夫妻、新しくなった大玉中
の制服姿の中学１年生の希

のぞ

美
み

さん、音楽と
図工、歌うことが好きな大山小学校４年生
の遥

はる

加
か

さん、真新しいランドセルを背負っ
たピカピカの１年生の悠

ゆう

吾
ご

くんの８人家族
です。
　小椋家では、父の日や母の日、誕生日に
はみんなが集まってお祝いをするそうです。
　小椋家の皆さんに、家族への思いなどを
伺いました。

広
報
班
の
ひ
と
こ
と

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
は
、

「
風
、
薫
る
」。
体
を
動
か

す
と
気
持
ち
が
い
い
５
月

で
す
。
私
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
好
き
で
す
。
孫
た
ち

は
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
で
、

一
生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
る
姿
を
見
る
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。

　

９
人
の
孫
た
ち
が
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
を

み
ん
な
で
応
援
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
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